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1はじめに 

1. はじめに 

1.1 策定の趣旨 

彦根市の水道事業は、昭和 35 年（1960 年）の給水開始以来、今日まで水の安定供給

と事業の健全経営に努めてまいりました。 

平成 11 年（1999 年）には、水道事業経営効率化基本構想を策定し、事業全般の効率

化に取り組み、平成 16 年（2004 年）には、「水道事業経営改革プラン」や「中期経営計

画（平成 17 年度～平成 22 年度（2005 年度～2010 年度））」を策定し、平成 22 年度

（2010 年度）には、第 2 期となる「経営改革プラン」や「第 2 期中期経営計画（平成 23

年度（2011 年度）～平成 28 年度（2016 年度））」を策定し、さらなる事業の効率化や

サービスの質の向上を図ってまいりました。 

総務省においては、将来にわたっても日常生活に欠くことのできない重要なサービスを

安定的に継続することが可能となるよう、公営企業に対し、中長期的な経営の基本計画であ

る『経営戦略』の策定を要請しています。本市においても、総務省の「経営戦略ガイドライ

ン」の考え方を踏まえ、平成 29 年（2017 年）3 月に「彦根市水道事業 第 3 期中期経営

計画（経営戦略）」を策定しました。同計画は、平成 29 年度（2017 年度）から令和 8 年

度（2026 年度）までの 10 年間を計画期間とし、令和 2 年度（2020 年度）には中間見

直しを行いました。 

近年の水道事業を取り巻く環境は、第 3 期中期経営計画の策定後も、節水意識の浸透や

人口減少に伴う料金収入の減少、施設の老朽化に伴う更新需要の増大、大規模地震などへの

備えなど、引き続き厳しい状況にあります。また、物価上昇による事業費の増加や、技術職

員の確保・技術継承など、事業運営に影響を及ぼす課題も顕在化しています。 

このたび、第 3 期中期経営計画の計画期間が終了を迎えることから、これまでの取り組

みを振り返るとともに、水需要の見通し、施設の更新需要、財政収支の見通しなどを踏まえ、

「彦根市水道事業ビジョン」との整合を図りながら、今後 10 年間の経営の基本方針と具体

的な取り組みを示すものとして、「彦根市水道事業 第 4 期中期経営計画（経営戦略）」を

策定しました。 
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1はじめに 

1.2 位置づけと計画期間 

本経営計画は、「第 2 期 彦根市水道事業ビジョン」および総務省による「経営戦略策定

ガイドライン」の双方との整合を図り策定しています。 

また、計画期間は、令和 9 年度（2027 年度）から令和 18 年度（2036 年度）までの

10 年間とします。 

 

 

 

図 1-1 本経営計画の位置づけ 

 

 



 

 

3 

2水道事業の概要 

2. 水道事業の概要 

2.1 沿革 

本市は、昭和 32 年（1957 年）5 月に上水道建設準備事務所を設置し、昭和 33 年

（1958 年）10 月の市議会議決を経て、同年 12 月に水道事業の経営認可を受けました。 

昭和 35 年（1960 年）に初めて市街地西部地域に給水を開始し、第 3 次拡張事業にお

いて稲枝上水道が本市水道事業に統合され、第 4 次拡張事業において未普及地域が解消さ

れました。さらに、平成 15 年（2003 年）4 月にこれまで飲料水供給施設から給水され

ていた中山町摺針地区・中山地区が上水道の給水区域となり、ほぼ全市域への給水が可能と

なりました。 

5 次にわたる給水区域の拡張は完了し、現在、老朽化した施設の更新や基幹施設の耐震

化、水源の確保、水質監視体制の強化など、水道システム全体の安全性の向上に努めていま

す。 

第５次拡張事業による計画給水人口は 118,700 人、計画 1 日最大給水量は 68,800 

m3/日ですが、節水化が進み当初の計画値ほど使用水量が伸びなかったことから、平成 29

年度（2017 年度）には琵琶湖の取水可能量を低減することとなりました。また、現在、稼

働できない井戸があり、実際の給水可能量は 68,800m3/日を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 水道事業認可の変遷 

創設事業 第1次拡張事業
・昭和33年(1958年)12月24日認可 ・昭和39年(1964年)12月22日認可

・計画給水人口　32,000人 ・計画給水人口　65,000人

・計画1日最大給水量　8,000m3/日 ・計画1日最大給水量　22,100m3/日

・大藪浄水場緩速ろ過池の築造 ・天王山配水池(2池)の増築

・天王山配水池(2池)の築造 ・小泉水源地の設置

第2次拡張事業 第3次拡張事業

・昭和47年(1972年)2月14日認可 ・昭和53年(1978年)4月18日認可

・計画給水人口　75,000人 ・計画給水人口　102,000人

・計画1日最大給水量　31,500m
3
/日 ・計画1日最大給水量　68,800m

3
/日

・天王山配水池(1池)の増築 ・天王山配水池(1池)の増築

・東沼波水源地の設置 ・稲枝上水道を彦根市上水道に統合

・大藪浄水場急速ろ過池の築造

第4次拡張事業 第5次拡張事業

・平成2年(1990年)3月30日認可 ・平成12年(2000年)2月15日認可

・計画給水人口　108,700人 ・計画給水人口　118,700人

・計画1日最大給水量　68,800m
3
/日 ・計画1日最大給水量　68,800m

3
/日

・水道未普及地域(鳥居本地域)の解消 ・南部配水池の増築

・天王山配水池(1池)の増築 ・稲枝配水池の改築

・南部配水池(1池)の築造 ・東沼波水源地の改築

・東部配水池の築造

第６次変更認可（申請中）
・令和10年度(2028年度)
　(目標年次；令和18年度(2036年度))

・東沼波水源地新規取水井の整備
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2水道事業の概要 

2.2 施設 

（1）施設（管路以外）の概要 

本市における施設の概要は表 2-1 および図 2-2 に、配水フローは図 2-3 に示すとお

りです。 

大藪浄水場では、凝集沈殿・急速ろ過および緩速ろ過による浄水処理を行っています。一

方、東沼波水源地および稲枝水源地では、塩素消毒のみを行い、各配水池およびポンプ場を

経由して市内へ配水しています。 

このうち、最も古い大藪浄水場の緩速ろ過池は、建設から 60 年以上が経過しており、更

新時期に到達しています。 

 

表 2-1 施設（管路以外）の概要 

◆浄水施設 

 

 

◆配水施設 

 

水源 建設年度

表流水
S35～H2

（1960～1990）

深井戸
Ｈ17

（2005）

深井戸
S44

（1969）
稲枝水源地

東沼波水源地

大藪浄水場

施設名

5,750 m3/日

8,850 m3/日

54,200 m3/日

施設能力 浄水方法

凝集沈殿・急速ろ過・緩速ろ過

塩素消毒のみ

塩素消毒のみ

系統 建設年度

S58
（1983）

H3
（1991）

H22
（2010）

S54
（1979）

H10
（1998）

H12
（2000）

H27
（2015）

H4
（1992）

H3
（1991）

H5
（1993）

稲枝水源系
H18

（2006）

5,000m3

南部配水池（2号）

稲枝配水池 3,000 m3 -

5,000m3

東沼波
水源系

東部配水池 1,800m3/池×2

鳥居本中継ポンプ場
笹尾中継ポンプ場
善谷中継ポンプ場

仏生寺配水池 31.5m3/池×2

笹尾配水池 19.8m3/池×2

善谷配水池 20.4m3/池×2

施設名 容量 ポンプ場

大藪水源系

天王山配水池（1号） 5,400 m3

摺針中継ポンプ場

天王山配水池（2号） 5,400 m3

天王山配水池（3号） 8,500 m3

摺針配水池 20.7m3/池×2

南部配水池（1号）

※：施設能力は第 5 次拡張事業における数値です。 
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2水道事業の概要 

 

 

 

図 2-2 施設位置図および配水区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 配水フロー 

稲枝水源地 

大藪浄水場 

東沼波水源地 

※配水区域の色は下図に対応 
※配水区域間は管路で接続されており、実際には 
 区域の境界は明確化できるものではない 

硬度低減化のため

ブレンド実施

※配水区域の色は上図に対応

※配水区域間は管路で接続されており、実際には

区域の境界は明確化できるものではない

送水・配水施設

取水・浄水施設

水源

大藪水源系

東沼波水源系

稲枝水源系

＜施設＞

＜配水区域＞※

大藪稲枝混合系

地下水

(稲枝)

稲枝配水池

稲枝水源地

稲枝水源系

市内給水
（稲枝地区）

琵琶湖

表流水

大藪浄水場

南部配水池

市内給水
（市内南部・市内中西部）

市内給水
（市内南部）

摺針配水池

摺針
中継ポンプ場

天王山配水池

市内給水
（摺針・中山地区）

市内給水
（市内中西部）

東沼波水源系

地下水

(小泉)

笹尾配水池 善谷配水池

仏生寺配水池

市内給水
（仏生寺・荘厳寺地区）

市内給水
（笹尾地区）

市内給水
（善谷地区）

東沼波水源地

東部配水池

笹尾
中継ポンプ場

善谷
中継ポンプ場

小泉取水場

市内給水
（市内東部）

鳥居本
中継ポンプ場

地下水

(東沼波)

大藪水源系

大藪水源系 

東沼波水源系 

大藪・稲枝水源系 

稲枝水源系 
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2水道事業の概要 

（2）管路の概要 

本市の総管路延長は、令和６年度（2024 年度）末現在で約 810km となっています。 

布設年度別の管路延長は図 2-4 に示すとおりです。第 3 次拡張事業以降、布設延長が増

加し、第 4 次拡張事業（平成 2 年（1990 年）3 月認可）から第 5 次拡張事業（平成 12

年（2000 年）2 月認可）の前半にかけてピークを迎えています。また、総延長のうち約 7

割が第 4～5 次拡張事業の期間に布設されています。 

本市の管路の用途別、口径別、管種別の割合は、表 2-2 に示すとおりです。用途別では

管路の大部分が配水支管であり、口径別では 100mm 以下の管路が全体の 6 割を超えてい

ます。管種別では、ダクタイル鋳鉄管（NS 形などの耐震型を除く）と硬質塩化ビニル管で

全体の 9 割程度を占めています。 

 

 

図 2-4 布設年度別管路延長 

 

表 2-2 用途・口径・管種別の割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

～S34

～1959

S38

1963

S42

1967

S46

1971

S50

1975

S54

1979

S58

1983

S62

1987

H3

1991

H7

1995

H11

1999

H15

2003

H19

2007

H23

2011

H27

2015

R1

2019

R5

2023

総管路延長

(m)

延長

(m)

年度

布設年度別延長（管路）

創設

事業

第1次
拡張事業

累計第2次
拡張事業

第3次
拡張事業

第4次
拡張事業

第5次
拡張事業

口径（mm） 割合（％）

～50 23.1

75～100 43.8

125～150 15.8

200～250 11.0

300～350 3.2

400～500 2.5

600～ 0.6

100.0

管種 割合（％）

石綿セメント管 0.1

鋳鉄管 0.5

ダクタイル鋳鉄管（ＮＳ,Ｓ,GX） 6.4

ダクタイル鋳鉄管（他） 29.2

鋼管 1.3

ステンレス管 0.2

硬質塩化ビニル管 59.3

ポリエチレン管 2.8

不明 0.2

100.0

用途 割合（％）

導水管 0.3

送水管 3.0

配水本管 2.2

配水支管 93.7

他 0.8

100.0



 

 

7 

3水道事業の現状と課題 

3. 水道事業の現状と課題 

3.1 給水の状況 

（1）給水人口および給水量の推移 

本市の給水人口および給水量は、図 3-1 に示すとおりです。 

令和 6 年度（2024 年度）の給水人口は 110,288 人であり、10 年前の平成 27 年度

（2015 年度）の 112,404 人と比べて 2,116 人減少（－1.9％）しています。 

有収水量はおおむね横ばいで推移していますが、令和６年度（2024 年度）は

34,092m³/日であり、平成 27 年度（2015 年度）と比べて 253m³/日減少（－0.7％）

しています。 

一日最大給水量は年度によって変動しており、特に令和 4 年度（2022 年度）は、凍結

による漏水防止のため使用水量が一時的に増加したことから、54,291m³/日と突出してい

ます。 

 

 

図 3-1 給水人口および給水量の推移 

 

34,345 34,514 34,601 34,439 34,287 34,761 34,690 34,455 34,020 34,092

45,454
47,858 46,794

42,798 42,149 42,564

48,128

54,291

47,133 46,392

112,404 112,440 112,317
112,777

112,336
111,949

111,263 111,273
110,622

110,288

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

100,000

101,500

103,000

104,500

106,000

107,500

109,000

110,500

112,000

113,500

115,000

H27

2015

H28

2016

H29

2017

H30

2018

R1

2019

R2

2020

R3

2021

R4

2022

R5

2023

R6

2024

(m3/日)(人) 有収水量 一日最大給水量 給水人口

年度
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3水道事業の現状と課題 

（2）用途別有収水量の推移 

有収水量は、生活用、業務・営業用、工場用、その他用に分類され、各水量は図 3-2 に

示すとおりです。 

生活用水量（一般住宅、集合住宅、公衆浴場）は、令和 2 年度（2020 年度）に新型コ

ロナウイルス感染症の流行に伴う在宅時間の増加により一時的に増加しました。その後は

やや減少しているものの、令和５年度（2023 年度）以降は横ばいとなっています。 

業務・営業用水量（学校、病院、店舗、事務所、宿泊施設など）は、新型コロナウイルス

感染症の影響により一時的に減少しましたが、令和３年度（2021 年度）以降は緩やかに

回復しています。 

工場用水量は、変動はあるものの、令和元年度（2019 年度）以降はおおむね 1,300m3/

日で推移しています。 

その他用水量は、洗管などの臨時用であり、有収水量全体に占める割合はわずかです。令

和 2～3 年度（2020～2021 年度）に一時的に増加しましたが、令和４年度（2022 年

度）以降は令和元年度（2019 年度）以前の水準に戻りました。 

 

 

図 3-2 用途別有収水量の推移 
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3水道事業の現状と課題 

3.2 施設の状況 

（１）老朽化 

施設の経年化に関する指標を用いて評価を行うことで、施設の老朽化の状況や更新の必

要性を把握することができます。評価に用いた指標は、 

図 3-3 に示すとおりです。 

法定耐用年数超過浄水施設率は、令和 2 年度（2020 年度）以降 23.5％で一定となっ

ています。また、有形固定資産減価償却率は増加傾向にあり、施設全体の経年化が進行して

いることを示しています。法定耐用年数超過設備率については、令和 3～4 年度（2021～

2022 年度）に大藪浄水場の取水ポンプ・送水ポンプの更新などを行ったことにより、令

和 2 年度（2020 年度）より改善していますが、類似団体の中央値より高い水準にありま

す 

管路の更新ペースを示す管路の更新率は 0.47～0.88％で推移しており、10 年間の平均

は 0.66％となっています。令和４年度（2022 年度）以降は類似団体の平均値を上回って

いますが、現在の状況が継続すると、将来的に老朽管の増加に伴う漏水などの管路事故が発

生する懸念があります。 

このため、将来にわたり安定した給水を確保するためには、老朽化した施設について、耐

震化を前提として計画的に更新を進めることが課題となっています。 
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3水道事業の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 経年化の状況を示す指標 
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3水道事業の現状と課題 

（２）耐震化 

耐震化の状況を示す指標は、図 3-4 に示すとおりです。 

近年、浄水施設や配水池の整備を実施していないため、浄水施設耐震化率および配水池の

耐震化率は一定で推移していますが、いずれも類似団体の中央値を大幅に上回っています。 

管路の耐震管率は、令和 4 年度（2022 年度）までは類似団体の中央値を下回っている

ものの、令和 5 年度（2023 年度）には同水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※管路の耐震管率の中央値は配水用ポリエチレン管を含む場合の数値である 

図 3-4 耐震化の状況を示す指標 
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3水道事業の現状と課題 

3.3 経営の状況 

（1）収益的収支 

収益的収支の推移は、図 3-5 に示すとおりです。 

純利益は黒字を維持していますが、10 年間全体では減少傾向にあります。 

令和 2 年度（2020 年度）は、新型コロナウイルス感染症対策として基本料金の減免を

実施したことにより、水道料金収入が減少しました。令和 3 年度（2021 年度）は、減免

を実施しなかったことから、水道料金収入および純利益が回復しました。 

一方、令和 4 年度（2022 年度）以降は、給水量の減少に加え、物価高騰に伴う動力費

や委託費などの費用が増加したことから、純利益は再び減少傾向にあります。このため、現

在の運営状況が続いた場合、今後赤字に至る可能性があります。 

 

 

図 3-5 収益的収支の推移 

 

（2）資本的収支 

資本的収支の推移は、図 3-6 に示すとおりです。 

過去 10 年間で、資本的収入はおおむね 2～9 億円、資本的支出は 10～23 億円で推移

しています。令和 2 年度（2020 年度）以降は、ポンプや監視制御設備などの更新により、

令和元年度（2019 年度）以前よりも支出が多くなっています。 

企業債残高は、令和 2 年度（2020 年度）に一時的に増加しましたが、その後は減少傾

向にあります。 

 

 

図 3-6 資本的収支の推移 
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3水道事業の現状と課題 

（3）水道料金 

本市の現行の水道料金は、表 3-1 に示すとおりであり、消費税率の変更に伴う改定を除

き、平成 11 年（1999 年）1 月以降、27 年間改定していません。 

本市の１ヶ月 10m3 あたりの水道料金は 1,000 円（税込 1,100 円）となっており、令

和５年度（2023 年度）の類似団体の中央値である 1,280 円よりもやや安価となっていま

す。また、本市では、基本料金と超過料金からなる二部料金制を採用しており、使用水量や

口径が大きくなるほど料金が高くなる仕組みとなっています。 

一方で、今後は人口減少などにより料金収入の減少が見込まれることに加え、物価高騰に

伴う費用の増加も懸念されます。施設の耐震化や更新を着実に進めていくためには、必要な

財源を確保していくことが課題となっています。 

 

表 3-1 現行の水道料金（税抜） 

 

 

 

課題 

◆財源の確保 

 

 

 

用途 口径 基本水量 基本料金 超過料金（1m
3
につき）

13mm以下 1,000円

20mm 1,120円

25mm 1,250円

40mm 1,500円

50mm 4,600円

75mm 5,300円

100mm 6,100円

125mm 8,300円

150mm 11,600円

200mm以上 14,100円

100m3まで 5,200円 1m3につき　75円

1m
3
につき 400円 -

公衆浴場用

臨時用

一般用 10m3まで

10m3を超え～30m3まで　130円

30m3を超え～100m3まで　160円

100m3を超える分　180円
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3水道事業の現状と課題 

（4）指標による評価 

ⅰ経営の健全性 

経営の健全性を示す指標は、図 3-7 に示すとおりです。 

経常収支比率および料金回収率は、類似団体と同様に 100％を上回っており、収支が黒

字であること、また給水原価を給水収益で賄えていることを示しています。 

また、債務の支払能力を示す流動比率についても、一部の年度ではやや低くなっているも

のの、類似団体とおおむね同程度で推移しています。さらに、損失の有無を示す累積欠損金

比率もゼロを維持していることから、現時点において、経営は良好な状況にあります。 

一方で、給水人口の減少に伴い給水収益が減少していることから、経常収支比率や料金回

収率は減少傾向にあります。 

給水収益に対する企業債残高の割合は類似団体より高い水準にありますが、資本的支出

が大きかった令和 2 年度（2020 年度）を除き、減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 経営の健全性を示す指標 
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3水道事業の現状と課題 

ⅱ経営の効率性 

経営の効率性を示す指標は、図 3-8 に示すとおりです。 

浄水施設 3 箇所のうち、東沼波水源地および稲枝水源地では処理が塩素滅菌のみである

ことから、本市の給水原価は類似団体と比べて低い水準にあります。 

施設の効率性を表す施設利用率は数値が高いほど効率的であり、経営比較分析表におけ

る施設利用率（図 3-8 の右上）は、第 5 次拡張事業における施設能力を用いて算定されて

おり、50％台後半で推移しています。これは類似団体の平均値をやや下回る水準であり、

施設に一定の余裕があることを示しています。 

一方で、琵琶湖表流水の取水可能量の低減や、現在稼働できない井戸の稼働状況を踏まえ

た実際の施設能力は 48,980m³/日となります。実際の施設能力を用いて算定した場合、

施設利用率は 70～８０％台で推移しており、経営比較分析表に示される公表値よりも高く

なっています。このことから、実際の施設の余裕は公表値から読み取れる水準より小さいと

言えます。 

また、令和 4 年度（2022 年度）には、寒波による凍結防止などによる使用水量の一時

的な増加し、最大稼働率が 100％を超過しました。 

このため、非常時における余裕率を考慮し、効率性と安定性のバランスを図りながら、効

率的な施設の再構築を進めることが課題となっています。 

有収率については、令和 2 年度（2020 年度）から令和 3 年度（2021 年度）にかけて

90％を上回ったものの、その後は減少傾向にあり、令和 6 年度（2024 年度）には 85.8％

となっています。類似団体と比べても低い水準で推移しており、管路の老朽化などに伴う漏

水の影響が考えられることから、有収率の向上が課題となっています。 
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3水道事業の現状と課題 
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図 3-8 経営の効率性を示す指標 

 

課題 

◆効率的な施設の再構築 

◆有収率の向上 
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平均値 62.26 62.1 62.38 62.83 62.05 63.23 62.59 61.81 62.35 62.69
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（施設能力は現行認可値 68,800m3/日を用いて算出） 
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R1

2019

R2

2020

R3

2021

R4

2022

R5

2023

R6

2024

本市 87.17 87.30 89.16 87.26 88.84 91.14 90.49 89.57 87.80 85.80

平均値 89.50 89.52 89.17 88.86 89.11 89.35 89.70 89.24 88.71 88.32
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単位：％
年度 H27 H28 H29 H30 R1

施設利用率 57.3 57.5 79.2 80.6 78.8

最大稼働率 66.1 69.6 95.5 87.4 86.1

年度 R2 R3 R4 R5 R6

施設利用率 77.9 78.3 78.5 78.9 81.1

最大稼働率 86.9 98.3 110.8 96.2 94.7



 

 

17 

3水道事業の現状と課題 

3.4 組織の状況 

（1）組織・運営体制 

本市の上下水道部の組織構成は、図 3-9 に示すとおりで、このうち水道事業に関する部

署は上水道総務係、上水道業務係、徴収係、給水維持管理係、建設改良係および浄水係とな

っています。 

また、水道事業に関する各係の主な業務内容は、表 3-2 に示すとおりです。検針・料金

徴収業務および浄水場・配水施設などの運転・維持管理業務はすべて委託化していますが、

業務状況の確認、評価および監督は本市職員が行っています。 

 

 

図 3-9 上下水道部の組織構成 

 

表 3-2 水道事業に関する各係の業務内容 

 

 

下水道

総務係

上水道

総務係

下水道

業務係

上水道

業務係
徴収係

上下水道総務課 上下水道業務課

建設

第１係

建設

第２係

下水道建設課

給水維持

管理係

建設

改良係
浄水係

上水道工務課

課名

上水道

工務課

給水維持管理係
給水装置の受付・審査・検査、指定給水装置工事事業者の指定、
配水管の修繕、貯水槽水道の受付・審査

建設改良係
配水管工事の計画・調整・執行、

開発行為の配水管に係る協議・審査、災害対策および応急給水

浄水係 浄水処理、施設の管理、水質の検査・管理

係名 主な業務内容

上下水道
総務課

上水道総務係

水道事業の財政計画・資金計画および経営計画、

水道事業の予算編成および執行管理、
水道事業の決算および財務諸表の作成、水道事業の出納事務、

水道事業評価

上下水道

業務課

上水道業務係 水道の使用開始・休止・変更等受付、水道メーターの検針

上下水道料金などの徴収・督促・催告、

給水停止処分・滞納処分の執行、欠損処分
徴収係
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3水道事業の現状と課題 

（2）人材の確保・育成と技術継承 

職員数の推移は図 3-10、職員の平均年齢の推移は表 3-3 に示すとおりです。 

職員数は過去 10 年間でやや減少しており、本市の水道職員の平均年齢は近年上昇傾向

にあります。 

現在は、技術継承に向けて、再任用などを通じた専門人材の確保や育成に取り組んでいま

すが、今後も施設の更新や維持管理に対応していくためには、必要な技術力の確保・継承お

よび人材育成を進め、業務執行体制を強化していくことが課題となっています。 

 

 

図 3-10 職員数の推移 

 

表 3-3 職員の平均年齢の推移 

年度 
H27 

2015 

H28 

2016 

H29 

2017 

H30 

2018 

R1 

2019 

R2 

2020 

R3 

2021 

R4 

2022 

R5 

2023 

R6 

2024 

平均年齢 43 43 41 42 44 45 45 45 46 49 

 

 

課題 

◆業務執行体制の強化 
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4将来の事業環境 

4. 将来の事業環境  

4.1 給水人口と給水量 

給水人口および給水量の実績値と予測値は、図 4-1 に示すとおりです。 

令和 6 年度（2024 年度）を基準として、本計画期間の最終年度である令和 18 年度

（2036 年度）までの予測を行っています。 

令和 18 年度（2036 年度）の給水人口は 106,189 人、有収水量は 33,483m3/日で、

令和 6 年度（2024 年度）と比べてそれぞれ 3.7％、1.8％減少する見込みです。 

 

 

図 4-1 給水人口と給水量（有収水量） 
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4将来の事業環境 

4.2 施設の効率性 

平成 29 年度（2017 年度）の琵琶湖の取水量の見直しや井戸の稼働状況を踏まえて算

出した施設利用率は 70～80％台で推移しています。しかし、今後は人口減少や水需要の

減少に伴い、施設利用率は低下していく見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 施設利用率の実績値および推計値 

 

●施設利用率：一日平均配水量÷施設能力 

●施設能力：平成 27～28 年度（2015～2016 年度）は 68,800m³/日、平成 29 年度（2017 年度）

以降は琵琶湖表流水の取水量見直しおよび東沼波水源の廃止井戸を除いた取水能力を踏まえ、

48,980m³/日として設定 
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4将来の事業環境 

4.3 施設の更新需要と健全性 

本市では、施設の計画的な更新にあたり、アセットマネジメントにより、更新基準年数を

基に将来の更新事業量および更新費用（更新需要）を試算しています。 

将来の更新需要のうち、管路の更新需要は施設（管路以外）よりも大きく、今後 100 年

間の平均では約 15 億円/年となります。一方、現状の管路投資額は約 7.3 億円/年であり、

現状と同程度の投資額で推移した場合、管路の健全度は低下していく見込みです。 

 

図 4-3 施設（管路以外）の更新需要（100 年間、5 年間合計値） 

 

図 4-4 管路の更新需要（100 年間、5 年間合計値） 
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4将来の事業環境 

図 4-5 管路の健全度（現状更新） 

 

 

4.4 経営状況 

現時点では、比較的健全な経営状況を維持しているものの、今後は水需要の減少により給

水収益の減少が見込まれます。さらに、物価上昇や施設の老朽化に伴い、更新・維持管理に

係る費用の増加も想定されることから、経営環境はこれまで以上に厳しくなることが予想

されます。そのため、現状と同様の事業運営を継続した場合には、水道料金の改定は避けら

れないものと考えられます。 

 

 

図 4-6 現行の料金水準における収益的収支 
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5経営の基本方針 

5. 経営の基本方針 

5.1 経営の基本理念 

水需要の減少に伴う給水収益の減少、施設の更新や耐震化に伴う減価償却費の増加など

により、水道事業の経営環境は厳しさを増していきます。 

しかし、本市の水道事業は、今後も安定した水源を確保し、安心・安全な水を安定的に供

給するという使命を担っています。そのため、徹底した経営の効率化や健全化に取り組んで

いかなければなりません。 

本経営計画においては、「彦根市水道事業ビジョン」と同様に、「安心・安全な水を届け 暮

らしを守る 彦根の水道」を経営の基本理念とします。 

 

5.2 経営の基本方針 

経営の基本理念を実現させるために、「効率的な施設整備（投資計画）」および「経営改善」

を本経営計画における基本方針とします。 

具体的な実現方策については、第 3 章で整理した課題との整合を図りながら、投資の効

率化、維持管理の見直しなどの観点から整理します。 
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（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

民間の資金・ノウハウ等の活用や業務委託

有収率の向上

維持経費の見直し

収益の確保

広域化・共同化

2. 経営改善

1. 効率的な施設整備（投資計画）
適正な規模での更新

合理化

長寿命化および投資の平準化
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6今後の取り組み 

6. 今後の取り組み 

6.1 効率的な施設整備（投資計画） 

（1）適正な規模での更新 

将来は、人口減少に伴う水需要の減少が見込まれています。このため、アセットマネジメ

ントに基づく計画的な更新と併せて、将来の水需要を見据えた更新規模の適正化を図り、効

率的な施設整備を進めます。 

特に、大藪浄水場の緩速ろ過池は老朽化が著しく、更新が必要な状況にあります。更新に

当たっては、水需要の見通しや施設の利用状況を踏まえ、適正な施設規模を検討した上で、

計画期間内に更新を実施します。また、ポンプ場などの小規模拠点の設備においても、適正

な規模で随時更新を実施します。 

管路については、水需要の減少に合わせてダウンサイジングを実施します。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●大藪浄水場の規模適正化 
R11～R15 

(2029～2033) 

●施設能力は維持管理などを

考慮して設定 

●小規模拠点の規模適正化 随時 
●設備仕様は将来の水需要を

考慮して設定 

●管路のダウンサイジング 随時 ●50 年間で約 22.5 億円 

 

（2）合理化 

ⅰ管路材質の見直し 

今後の管路更新では、耐震性を確保しつつ、管路材質の見直しにより更新費用の縮減を図

ります。 

具体的には、口径φ250mm 以上はダクタイル鋳鉄管（GX 形継手・NS 形継手）、口径

φ200mm 以下は配水用ポリエチレン管を基本として採用します。 

配水用ポリエチレン管は、小口径管に適した耐震性を有する管材であり、ダクタイル鋳鉄

管（GX 形継手）と同等の耐震性能を確保しながら、材料費および施工費を抑えることがで

きます。そのため、更新費用の縮減に大きな効果が期待できます。 

例えば、今後 50 年間において口径φ200mm 以下の管路をすべてダクタイル鋳鉄管で

更新した場合と比較すると、配水用ポリエチレン管を採用した場合は、年間平均で約 1.1 億

円の費用縮減が見込まれます。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●耐震性を有した比較的安価な管材の利用 随時 ●平均約 1.1 億円削減 
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6今後の取り組み 

ⅱ配水方法の合理化 

本市では、給水人口の減少に伴い、一部の地域において、ポンプ場の維持管理や更新に要

する費用に対し、給水収益とのバランスが取れなくなることが見込まれています。 

このため、当該地域では、当面は管路の補修により機能を維持し、老朽化の進行により管

路による配水が困難となった場合には、運搬給水などの代替配水方法の導入を検討します。 

代替配水方法を導入することにより、ポンプ場や配水池の更新費用および維持管理費、さ

らには管路更新費用の縮減が期待できます。 

なお、導入に当たっては、代替配水方法に要する費用が、既存のポンプ場などを維持・更

新する場合の費用を下回ることを基本条件とし、経済性を十分に検証した上で判断します。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●配水方法の合理化の検討 随時 
●ポンプ場の動力費および施設

の更新費用の削減 
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6今後の取り組み 

（3）長寿命化および投資の平準化 

アセットマネジメントによる試算では、今後 10 年間の更新需要は、施設（管路以外）で

約 93 億円、管路で約 150 億円となっています。しかし、これらの更新需要に必要な財源

を短期間で確保することは困難です。 

このため、施設の点検や補修を計画的に実施し、長寿命化を図るとともに、更新時期を適

切に調整することで、急激な財政負担とならないよう投資の平準化を進めます。 

特に管路は、施設（管路以外）と比べて更新需要が大きく、図 6-1 に示すように、今後

100 年間の更新需要は年度ごとの変動が大きくなります。このため、100 年間の更新需要

を踏まえ、管路の健全性を維持するために必要な最低限の投資水準として、年間約 15 億円

の管路更新事業費を確保するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 管路の更新需要（100 年間、5 年間合計値） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 更新需要別の管路健全度（上：7.3 億円/年、下：15 億円/年） 

 
実施内容 実施期間 効果・目標など 

●補修などによる施設の長寿命化および投資の平準化 随時 ●急激な財政負担増の軽減 
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6.2 経営改善 

（1）民間の資金・ノウハウなどの活用や業務委託 

本市では、検針・料金徴収業務および配水施設の維持管理業務について、民間事業者への

委託を実施しています。 

今後は、更なる業務の効率化と市民サービスの維持・向上を図るため、給水申込や管路に

関する相談・調査受付、分水状況や漏水の現地確認、簡易な緊急修理の受付・現場対応など

についても、業務委託の導入を検討します。 

また、今後増加する施設更新工事に適切に対応するため、業務委託手法の見直し、民間の

資金やノウハウを効果的に活用しながら、事業の効率化を推進します。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●給水申込・管路調査などの受付、分水状況や漏水の

現地確認、簡易な緊急修理の受付および現場対応の

委託の実施 

随時 - 

 

（2）有収率の向上 

現在、本市では、漏水が発生した際には速やかに漏水箇所の修繕を実施しています。しか

し、今後は管路の老朽化の進行に伴い、漏水リスクの増加が懸念されます。 

このため、老朽管の計画的な更新に加え、衛星技術などの DX を活用した漏水調査を導

入し、漏水の早期発見・早期修繕に取り組みます。 

これらの取組により、漏水被害の最小化を図るとともに、有収率については令和 6 年度

（2024 年度）実績値である 85.8％（有効率 88.2％）を維持し、さらなる向上を目指し

ます。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●DX などを活用した漏水調査の実施 随時 

●R18（2036）目標値 

有収率：85.8％ 

（有効率：88.2％） 
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（3）維持経費の見直し 

維持経費は、営業経費（動力費、修繕費、材料費、事務費など）および人件費で構成され

ています。 

営業経費については、近年の物価高騰などの影響により、大幅な削減は困難な状況にあり

ます。このため、施設の点検や補修による長寿命化を推進するとともに、業務内容や調達方

法の見直しなどにより、経費の適正化・効率化に取り組みます。 

人件費については、今後増加する施設更新工事に対応するため、計画期間内において必要

な業務執行体制を確保します。一方で、事務の効率化、業務の見直しを進めることにより、

人員配置の適正化と業務の効率化を図ります。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●維持経費の見直し 随時 - 

 

（４）収益の確保 

給水収益の減少や施設更新費用の増大が見込まれる中、持続可能な事業運営を維持する

ためには、経費の適正化に加え、安定した収益を確保することが重要です。 

このため、収益の確保に向けて、次の取組を実施します。 

 

・未収金対策 

⇒現年度分料金の確実な徴収を徹底するとともに、給水停止措置を適正かつ厳格に実施

します。 

・料金改定の実施 

 ⇒将来の更新需要に必要な財源を確保するため、令和 10 年度（2028 年度）に水道料

金の改定を予定しています。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●現年徴収の徹底・給水停止の厳格執行 随時 ●R18 料金収納率 99.5%目標 

●5 年ごとに料金改定の実施 
R10

（2028） 

●第 1 回改定率：35％ 

●第 2 回改定率：25％ 

 

（5）広域化・共同化 

今後は、滋賀県水道広域化推進プランに基づき、広域化・共同化の検討を行います。 

 

実施内容 実施期間 効果・目標など 

●広域化・共同化の検討・実施 随時 ●業務効率の向上・費用削減 
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7. 投資・財政計画 

7.1 令和 9～18 年度（2027～2036 年度）の投資計画と評価 

（1）令和 9～18 年度（2027～2036 年度）の投資計画 

令和 9～18 年度（2027～2036 年度）の整備予定は、次のとおりです。 

 

◆大藪浄水場 

令和 11～15 年度（2029～2033 年度） 約 63 億円（1 年あたり：約 13 億円/年） 

 

◆取水井（井戸） 

令和 9～16 年度（2027～2034 年度） 約 12 億円（1 年あたり：約 1.5 億円/年） 

 

◆その他設備更新（電気・機械） 

令和 9～18 年度（2027～2036 年度） 約 18 億円（1 年あたり：約 1.8 億円/年） 

 

表 7-1 令和 18 年度（2036 年度）までの整備予定(施設(管路以外)) 

 

 

◆管路 

令和 9～18 年度（2027～2036 年度） 約 150 億円（1 年あたり：約 15 億円） 

・応急時にも水を届ける必要がある拠点避難所や小学校などの重要施設供給管路の段 

階的な更新 

R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

大藪浄水場
（緩速ろ過池、中央監視更新等）

6,252

東沼波水源地 ※R19以降継続
（受変電設備、自家用発電機更新等）

114

東沼波取水井・小泉取水井・稲枝取水井
更新

1,217

稲枝水源地
（受変電設備、ステンレスタンク増設等）

422

電気・機械設備更新
　・鳥居本中継ポンプ場
　・笹尾中継ポンプ場・配水池
　・摺針中継ポンプ場・配水池
　・善谷中継ポンプ場・配水池

672

テレメータ更新工事等
　・天王山配水池　　・南部配水池
　・東部配水池　　　 ・稲枝配水池
　・仏生寺配水池

289

その他
（回線変更対応工事等）

349

合計 9,315

費用
（百万円）
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（2）指標による評価 

ⅰ経年化の状況 

大藪浄水場の緩速ろ過池を更新することにより、法定耐用年数超過浄水施設率は、計画期

間内に 0％となる見込みです。 

一方、本市では、施設の状態や重要度などを踏まえた独自の更新基準に基づき更新時期を

設定しているため、一部の施設では法定耐用年数を超過する場合があります。しかし、施設

の点検・補修による適切な維持管理を行うとともに、大藪浄水場の緩速ろ過池や井戸につい

ては更新基準を前倒しして更新し、さらに管路更新事業費を年間 15 億円規模へ拡充する

ことで、施設の健全性を維持します。 

 

 
図 7-1 経年化の指標 

 

 

図 7-2 管路の健全度（再掲、15 億円/年） 
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ⅱ耐震化の状況 

大藪浄水場の緩速ろ過池を更新することにより、浄水施設の耐震化率は計画期間内に

100％へ到達する見込みです。 

配水池については、計画期間内に更新を予定していないことから、令和 18 年度（2036

年度）まで耐震化率に大きな変化はありませんが、引き続き類似団体の中央値を大きく上回

る水準を維持します。 

また、管路については、老朽管の更新に合わせて耐震管への更新を計画的に進めることか

ら、耐震管率は着実に向上する見込みです。 

 

 

 

 

図 7-3 耐震化の指標 
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7.2 投資・財政計画 

（1）基本的な考え方 

将来にわたり安全で安定した水道サービスを継続するとともに、施設の健全性を維持す

るためには、「6. 今後の取組」に掲げた施策を着実に実施していく必要があります。そのた

め、これらの施策に必要な財源を計画的かつ安定的に確保することが重要です。 

水道事業における建設改良費は、主に水道料金を原資とする損益勘定留保資金と企業債

（借入金）により賄われています。今後は、将来の更新需要や財政収支を見据え、長期的な

視点から適切な財源を確保し、持続可能な事業運営を進めます。 

 

 

図 7-4 水道事業における会計 

 

（2）投資・財政計画（収支計画） 

収支計画の策定に当たっては、「6. 今後の取組」に掲げた施策を着実に推進することを前

提とし、各収支項目の設定条件を表 7-2 のとおりとしました。 

収支計画の主な考え方は、次のとおりです。 

 

①  計画期間内においては、物価上昇などの社会経済情勢を踏まえ、水道料金の改定を

予定しています。 

② 投資財源の一つである企業債（借入金）については、水道料金とのバランスを考慮し

ながら適切に活用します。 

 

＝水道料金

他会計補助金

その他

純利益

減価償却費・

資産減耗費

支払利息

業務運営費

（人件費・

物件費など）

収益 費用

損益勘定

留保資金

（補てん財源）
企業債

その他

資本的収支

不足額

企業債償還金

建設改良費

収入 支出

資本的収支収益的収支

補てん

損益勘定留保資金（補てん財源）
事業全体の収入源泉は、水道料金である。

水道料金は収益的収支に計上されるため、収益的収支では純利益や減価償却費などにより現金余剰が生じる一方、資本的収
支では建設改良費などの支出に対して財源が不足します。このため、純利益に減価償却費・資産減耗費を加え、現金収入を伴

わない長期前受金戻入を差し引いた額を損益勘定留保資金として整理し、資本的収支の不足額に補てんします。

長期前受金戻入

長期前受金戻入を控除
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表 7-2 前提条件 

 

 

この前提条件に基づき策定した収支計画の結果は、図 7-6、図 7-6 および表 7-3・表 

7-4 に示すとおりです。 

料金改定を実施した場合は、計画期間内において純利益および資金残高を確保するとと

もに、事業に要する費用を水道料金収入で賄えていることを示す料金回収率も 100％以上

を維持する見込みです。 

一方、料金改定を実施しない場合の収支を試算すると、純利益は令和 9 年度（2027 年

度）に赤字へ転じ、資金残高も令和 13 年度（2031 年度）に不足する見込みです。 

このため、持続的な事業運営と計画的な施設更新に必要な財源を確保するため、令和 10

年度（2028 年度）までに水道料金を改定する必要があります。 

 

投資・財政計画の試算条件

動力費・薬品費

上記以外

＊コーホート要因法：コーホート(同年（または同時期）に出生した集団)の変化分について、人口増加を決定する要因である自
然増加(出生、死亡)及び社会増加(転入、転出)に分離して算出し、その結果を基に将来人口を推計する方法。

減価償却費 既得資産の減価償却費に新規取得資産の減価償却費推計値を加えて計上。

支払利息 令和9～13年度（2027～2031年度）に年＋0.45％、以降一定。

その他費用 過去の実績値をベースとして個別に推計。

資本的支出
建設改良費　　　　　　　　　　

予定事業を計上。
（令和９年度（2027年度）以降については、構造物・設備は予定事業またはアセッ
トマネジメントに基づく更新需要を計上。管路はアセットマネジメントに基づく更新
需要（平準化し、段階的に増額）を計上。）

企業債償還金 既往債の元金償還を基に新規発行予定額の元金償還額を加えて計上。

＜　投　資　・　費　用　試　算　条　件　＞

目標
■有収率　　　　　　　　　令和６年度：85.8％ → 令和１8年度まで据置
■浄水施設の耐震化率　　　令和６年度：76.5％ → 令和18年度：100％
■配水池の耐震化率　　　　令和６年度：91.1％ → 令和18年度まで据置

収益的支出

職員給与費 職員数は定員適正計画による。

経
費

水需要に合わせて減少。

過去の実績値をベースとして個別に推計。

資本的収入
企業債

水道料金等のバランスを踏まえて設定。
今後の起債条件は償還期間30年、元金償還据置期間５年で算定。

その他（負担金等） 現行の基準をベースとして個別に推計。

目標 資金残高20億円以上（現状の水道料金１年程度）を維持。

収益的収入
料金収入

令和６年度（2024年度）の平均供給単価に有収水量を乗じた額。
（計画期間中に5年ごと、計2回の料金改定を見込み、改定率は1回目35％、2回目25％）

その他収益 過去の実績値をベースとして個別に推計。

＜　財　源　試　算　条　件　＞

＜　前　提　条　件　＞

人口動態 コーホート要因法による独自推計＊

物価上昇率 令和9～13年度（2027～2031年度）まで年＋1.82％、以降一定
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図 7-5 水道料金改定の有無による純利益の見通し 

 

 

図 7-6 水道料金改定の有無による資金残高の見通し 

 

-128

-324 -328

-473

124
37 7

-37

475

278
274

130
1

454
328

236
138

-500

-300

-100

100

300

500

700

900

R6

2024

R8

2026

R10

2028

R12

2030

R14

2032

R16

2034

R18

2036

純利益

(百万円) 水道料金改定なし 5年に一回水道料金改定

年度

1,993
1,446

717

-101

-940

4,049

3,376

2,754
2,391

2,595 2,650 2,523
2,307

2,068 2,089 2,010
2,205 2,328

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

R6

2024

R8

2026

R10

2028

R12

2030

R14

2032

R16

2034

R18

2036

資金残高

(百万円) 水道料金改定なし 5年に一回水道料金改定

年度

改定一回目：35％ 改定二回目：25％ 

改定一回目：35％ 

改定二回目：25％ 



 

 

35 

7投資・財政計画 

 

 

表
 7

-3
 

収
益

的
収

支
 

(単
位
：
千
円
)

１
.

（
A
）

1
,7

1
8
,1

3
8

1
,9

0
9
,1

1
1

1
,8

8
1
,0

7
4

1
,8

1
4
,7

1
5

1
,8

2
4
,8

9
6

1
,7

9
3
,6

3
4

1
,7

8
1
,1

2
3

1
,8

3
8
,8

3
7

2
,4

3
5
,5

8
4

2
,4

3
3
,9

3
5

2
,4

3
2
,1

4
9

2
,4

3
4
,7

9
4

2
,4

2
4
,4

7
3

2
,9

9
7
,6

0
8

2
,9

9
2
,5

5
5

2
,9

9
5
,2

0
9

2
,9

7
9
,4

5
2

(1
)

1
,5

6
3
,6

6
0

1
,7

6
5
,4

4
5

1
,7

4
8
,8

3
3

1
,7

2
3
,1

0
1

1
,7

3
0
,1

3
3

1
,7

1
1
,3

7
9

1
,6

9
0
,9

8
5

1
,7

2
7
,6

6
9

2
,3

2
4
,2

1
9

2
,3

2
2
,3

6
9

2
,3

2
0
,3

8
2

2
,3

2
2
,8

2
4

2
,3

1
2
,5

0
3

2
,8

8
5
,6

3
8

2
,8

8
0
,5

8
5

2
,8

8
3
,2

3
9

2
,8

6
7
,4

8
2

(2
)

（
B
）

6
7
,2

1
3

5
2
,1

2
1

6
,1

8
7

3
,0

4
0

3
,2

0
0

5
,1

0
5

5
,3

5
6

2
1
,5

2
2

2
1
,7

1
9

2
1
,9

2
0

2
2
,1

2
1

2
2
,3

2
4

2
2
,3

2
4

2
2
,3

2
4

2
2
,3

2
4

2
2
,3

2
4

2
2
,3

2
4

(3
)

8
7
,2

6
5

9
1
,5

4
5

1
2
6
,0

5
3

8
8
,5

7
5

9
1
,5

6
2

7
7
,1

4
9

8
4
,7

8
2

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

8
9
,6

4
6

2
.　

3
4
4
,8

6
4

3
3
8
,3

4
2

3
3
9
,3

5
6

3
3
5
,7

4
9

3
4
7
,4

5
1

3
4
1
,8

5
6

3
3
4
,9

5
6

3
2
7
,6

4
5

3
2
6
,5

1
4

3
2
7
,2

3
2

3
2
3
,3

0
5

3
1
6
,5

5
8

3
0
9
,1

4
2

3
0
4
,6

9
7

3
0
0
,6

6
4

2
8
3
,0

2
6

2
7
0
,5

7
6

(1
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(2
)

3
4
0
,5

1
0

3
3
4
,0

4
2

3
3
7
,5

8
9

3
3
4
,0

0
3

3
3
1
,2

4
4

3
3
6
,5

2
3

3
2
9
,3

6
4

3
2
5
,0

7
8

3
2
3
,9

4
7

3
2
4
,6

6
5

3
2
0
,7

3
8

3
1
3
,9

9
1

3
0
6
,5

7
5

3
0
2
,1

3
0

2
9
8
,0

9
7

2
8
0
,4

5
9

2
6
8
,0

0
9

(3
)

4
,3

5
4

4
,3

0
0

1
,7

6
7

1
,7

4
6

1
6
,2

0
6

5
,3

3
3

5
,5

9
2

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

2
,5

6
7

（
C
）

2
,0

6
3
,0

0
2

2
,2

4
7
,4

5
3

2
,2

2
0
,4

2
9

2
,1

5
0
,4

6
4

2
,1

7
2
,3

4
6

2
,1

3
5
,4

9
0

2
,1

1
6
,0

7
9

2
,1

6
6
,4

8
2

2
,7

6
2
,0

9
8

2
,7

6
1
,1

6
7

2
,7

5
5
,4

5
4

2
,7

5
1
,3

5
2

2
,7

3
3
,6

1
5

3
,3

0
2
,3

0
5

3
,2

9
3
,2

1
9

3
,2

7
8
,2

3
5

3
,2

5
0
,0

2
8

１
.

1
,7

3
9
,2

7
2

1
,7

9
9
,3

8
9

1
,8

9
8
,4

4
7

1
,8

5
5
,5

2
6

1
,9

6
2
,3

7
2

2
,0

1
8
,0

5
6

2
,0

0
9
,3

3
6

2
,1

1
0
,1

9
2

2
,1

6
1
,1

4
9

2
,3

1
7
,8

8
2

2
,2

7
1
,2

2
9

2
,3

3
7
,2

5
0

2
,3

6
3
,6

0
3

2
,3

9
5
,6

5
0

2
,4

4
3
,7

4
8

2
,4

4
8
,9

9
1

2
,4

7
0
,6

7
0

(1
)

1
8
5
,3

2
7

1
9
1
,2

7
8

2
1
6
,8

6
2

1
9
1
,2

5
6

1
7
6
,6

5
1

1
6
9
,4

4
0

1
7
5
,6

1
3

1
7
2
,1

6
7

1
7
3
,6

9
0

1
7
5
,2

2
7

1
7
6
,7

7
8

1
7
8
,3

4
2

1
7
8
,3

4
2

1
7
8
,3

4
2

1
7
8
,3

4
2

1
7
8
,3

4
2

1
7
8
,3

4
2

(2
)

5
1
6
,1

9
8

5
2
5
,4

6
2

5
9
8
,8

1
9

5
9
4
,1

4
9

6
7
8
,6

9
0

7
2
9
,4

4
2

6
7
6
,4

3
6

7
3
2
,0

6
0

7
4
3
,8

0
9

8
5
6
,1

6
3

7
6
8
,7

3
4

7
8
1
,8

1
8

7
8
1
,1

1
8

7
8
0
,8

4
8

7
8
0
,5

7
3

7
8
0
,7

1
7

7
7
9
,8

6
0

8
6
,3

8
6

9
2
,9

9
5

1
2
4
,2

4
0

1
0
1
,1

3
2

1
2
3
,3

4
9

1
2
8
,8

2
8

1
2
5
,9

8
9

1
2
7
,6

9
6

1
2
9
,5

6
9

1
3
1
,8

2
0

1
3
4
,1

0
5

1
3
6
,6

9
0

1
3
6
,0

8
2

1
3
5
,8

4
7

1
3
5
,6

0
8

1
3
5
,7

3
3

1
3
4
,9

8
9

4
6
,5

8
6

4
4
,4

6
1

6
9
,9

2
9

6
1
,5

4
7

7
1
,5

7
6

6
8
,4

2
8

3
5
,4

0
4

6
9
,8

6
6

7
0
,5

1
0

7
1
,1

6
0

7
1
,8

1
8

7
2
,4

8
0

7
2
,4

8
0

7
2
,4

8
0

7
2
,4

8
0

7
2
,4

8
0

7
2
,4

8
0

3
2
7
,8

2
7

3
3
6
,1

4
6

3
5
0
,9

4
2

3
6
1
,1

1
4

4
1
7
,3

4
2

4
1
9
,7

8
9

4
1
9
,5

3
2

4
3
9
,0

0
3

4
4
6
,9

9
2

5
5
5
,1

2
7

4
6
3
,4

1
1

4
7
1
,8

4
5

4
7
1
,8

4
5

4
7
1
,8

4
5

4
7
1
,8

4
5

4
7
1
,8

4
5

4
7
1
,8

4
5

5
5
,3

9
8

5
1
,8

6
0

5
3
,7

0
9

7
0
,3

5
6

6
6
,4

2
4

1
1
2
,3

9
7

9
5
,5

1
1

9
5
,4

9
5

9
6
,7

3
8

9
8
,0

5
6

9
9
,4

0
0

1
0
0
,8

0
3

1
0
0
,7

1
1

1
0
0
,6

7
6

1
0
0
,6

4
0

1
0
0
,6

5
9

1
0
0
,5

4
6

(3
)

9
2
0
,4

0
7

9
9
4
,4

9
9

1
,0

2
0
,5

7
3

1
,0

2
8
,8

1
4

1
,0

3
8
,7

9
3

1
,0

5
6
,9

7
8

1
,0

9
9
,5

4
5

1
,1

2
9
,2

7
3

1
,1

6
6
,5

6
4

1
,2

0
9
,0

0
8

1
,2

4
7
,8

3
0

1
,2

9
8
,7

9
3

1
,3

2
5
,8

4
6

1
,3

5
8
,1

6
3

1
,4

0
6
,5

3
6

1
,4

1
1
,6

3
5

1
,4

3
4
,1

7
1

(4
)

1
1
7
,3

3
9

8
8
,1

5
1

6
2
,1

9
3

4
1
,3

0
7

6
8
,2

3
8

6
2
,1

9
6

5
7
,7

4
2

7
6
,6

9
2

7
7
,0

8
6

7
7
,4

8
4

7
7
,8

8
7

7
8
,2

9
7

7
8
,2

9
7

7
8
,2

9
7

7
8
,2

9
7

7
8
,2

9
7

7
8
,2

9
7

2
.

1
0
7
,8

9
2

8
8
,5

3
5

9
0
,3

9
1

8
8
,6

9
8

8
3
,2

6
9

7
8
,9

9
5

9
3
,6

2
5

9
2
,9

0
7

1
2
6
,1

5
0

1
6
4
,7

9
1

2
1
0
,1

8
9

2
8
4
,5

8
3

3
6
9
,4

8
7

4
5
2
,2

5
1

5
2
1
,9

6
4

5
9
3
,5

8
2

6
4
0
,9

3
3

(1
)

9
6
,9

5
4

8
8
,0

8
3

7
8
,1

2
4

7
1
,6

6
8

6
4
,1

6
7

6
3
,1

7
2

7
0
,4

5
4

7
7
,0

8
4

1
1
0
,3

2
7

1
4
8
,9

6
8

1
9
4
,3

6
6

2
6
8
,7

6
0

3
5
3
,6

6
4

4
3
6
,4

2
8

5
0
6
,1

4
1

5
7
7
,7

5
9

6
2
5
,1

1
0

(2
)

1
0
,9

3
8

4
5
3

1
2
,2

6
8

1
7
,0

3
1

1
9
,1

0
2

1
5
,8

2
3

2
3
,1

7
1

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

1
5
,8

2
3

（
D
）

1
,8

4
7
,1

6
4

1
,8

8
7
,9

2
4

1
,9

8
8
,8

3
8

1
,9

4
4
,2

2
4

2
,0

4
5
,6

4
1

2
,0

9
7
,0

5
0

2
,1

0
2
,9

6
1

2
,2

0
3
,0

9
9

2
,2

8
7
,2

9
9

2
,4

8
2
,6

7
3

2
,4

8
1
,4

1
8

2
,6

2
1
,8

3
3

2
,7

3
3
,0

9
0

2
,8

4
7
,9

0
1

2
,9

6
5
,7

1
2

3
,0

4
2
,5

7
3

3
,1

1
1
,6

0
3

（
E
）
＝
（
C
）
－
（
D
）

2
1
5
,8

3
8

3
5
9
,5

2
9

2
3
1
,5

9
1

2
0
6
,2

4
0

1
2
6
,7

0
5

3
8
,4

4
0

1
3
,1

1
8

△
3
6
,6
1
7

4
7
4
,7

9
9

2
7
8
,4

9
4

2
7
4
,0

3
6

1
2
9
,5

1
9

5
2
5

4
5
4
,4

0
4

3
2
7
,5

0
7

2
3
5
,6

6
2

1
3
8
,4

2
5

（
F
）

8
5
4

1
9
2

1
1
4

2
,9

7
4

1
0
6

1
1
2

2
7
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
G
）

1
,1

6
8

1
,8

8
9

2
,0

7
7

2
,0

9
9

3
,1

2
4

1
,9

5
0

6
,3

6
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
H
）
＝
（
F
）
－
（
G
）

△
3
1
5

△
1
,6
9
7

△
1
,9
6
3

8
7
5

△
3
,0
1
8

△
1
,8
3
8

△
6
,0
9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
E
）
＋
（
H
）

2
1
5
,5

2
3

3
5
7
,8

3
2

2
2
9
,6

2
9

2
0
7
,1

1
5

1
2
3
,6

8
6

3
6
,6

0
2

7
,0

2
8

△
3
6
,6
1
7

4
7
4
,7

9
9

2
7
8
,4

9
4

2
7
4
,0

3
6

1
2
9
,5

1
9

5
2
5

4
5
4
,4

0
4

3
2
7
,5

0
7

2
3
5
,6

6
2

1
3
8
,4

2
5

△
1
2
4
,9
8
6

2
3
,7

9
0

△
1
0
7
,9
6
0

△
1
2
6
,8
8
7

△
2
0
7
,5
5
8

△
2
9
9
,9
2
1

△
3
2
2
,3
3
6

△
3
6
1
,6
9
5

1
5
0
,8

5
2

△
4
6
,1
7
1

△
4
6
,7
0
2

△
1
8
4
,4
7
2

△
3
0
6
,0
5
0

1
5
2
,2

7
4

2
9
,4

1
0

△
4
4
,7
9
7

△
1
2
9
,5
8
4

（
I）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

（
J
）

4
,8

2
3
,4

3
7

4
,5

7
3
,8

2
0

4
,3

5
1
,1

1
4

4
,3

6
0
,3

2
6

4
,4

4
2
,6

3
4

4
,1

7
6
,5

8
3

3
,5

5
3
,2

9
1

3
,1

9
2
,1

6
1

3
,3

9
5
,8

7
0

3
,4

5
1
,1

0
3

3
,3

2
3
,4

5
6

3
,1

0
7
,6

8
9

2
,8

6
8
,3

7
3

2
,8

8
9
,8

7
4

2
,8

1
1
,2

3
5

3
,0

0
5
,8

2
5

3
,1

2
8
,8

4
1

4
8
6
,0

8
7

3
5
7
,0

0
0

4
0
7
,3

7
8

3
7
1
,9

3
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

3
6
4
,4

8
9

（
K
）

1
,4

4
1
,9

6
4

1
,3

0
4
,1

3
1

1
,1

1
3
,4

6
8

1
,0

9
2
,7

2
9

1
,2

5
1
,7

3
4

1
,2

4
7
,9

4
9

1
,2

2
9
,1

5
3

1
,2

3
6
,8

9
1

1
,1

9
7
,9

4
8

1
,1

4
3
,9

7
3

1
,1

2
7
,5

7
4

1
,0

8
6
,8

6
5

1
,0

8
2
,5

9
9

1
,0

6
5
,4

5
6

1
,0

8
2
,1

3
5

1
,0

9
1
,6

2
5

1
,0

6
6
,0

8
3

5
0
0
,7

7
0

5
1
3
,7

8
2

4
8
3
,7

7
2

5
3
7
,9

0
2

5
3
3
,3

7
9

5
2
9
,5

9
4

5
1
0
,7

9
8

5
1
8
,5

3
6

4
7
9
,5

9
3

4
2
5
,6

1
8

4
0
9
,2

1
9

3
6
8
,5

1
0

3
6
4
,2

4
4

3
4
7
,1

0
1

3
6
3
,7

8
0

3
7
3
,2

7
0

3
4
7
,7

2
8

7
1
6
,8

8
1

5
5
7
,8

7
6

3
7
5
,7

1
2

3
0
0
,7

0
2

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

5
2
1
,3

0
9

2
2
4
,3

1
4

2
3
2
,4

7
2

2
5
3
,9

8
4

2
5
4
,1

2
5

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

1
9
7
,0

4
6

（
M
）
＝
（
A
）
－
（
B
）

1
5
4
,4

7
8

1
4
3
,6

6
6

1
3
2
,2

4
0

9
1
,6

1
4

9
4
,7

6
3

8
2
,2

5
5

9
0
,1

3
8

1
1
1
,1

6
8

1
1
1
,3

6
5

1
1
1
,5

6
6

1
1
1
,7

6
7

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

R
3

2
0
2
1

（
決
算
）

R
4

2
0
2
2

（
決
算
）

R
5

2
0
2
3

（
決
算
）

R
6

2
0
2
4

（
決
算
）

R
7

2
0
2
5

（
決
算
見
込
）

R
8

2
0
2
6

(予
算
)

R
2

2
0
2
0

（
決
算
）

R
1
5

2
0
3
3

R
1
6

2
0
3
4

R
1
7

2
0
3
5

R
1
8

2
0
3
6

R
9

 2
0
2
7

R
1
0

2
0
2
8

R
1
1

2
0
2
9

R
1
2

2
0
3
0

R
1
3

2
0
3
1

R
1
4

2
0
3
2

収 益 的 支 出

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

職
員

給
与

費

経
費

減
価

償
却

費

支
払

利
息

健
全
化
法
施
行
令
第

1
7
条
に
よ
り
算
定
し
た

事
業

の
規

模
（
P
）

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し
た

資
金

の
不

足
比

率

営
業

収
益

営
業

外
収

益

営
業

外
費

用

営
業

費
用

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益

地
方

財
政

法
に

よ
る
資

金
不

足
の

比
率

（
N
）

健
全
化
法
施
行
令
第

1
6
条
に
よ
り
算
定
し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

法
施

行
規

則
第

6
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

（
O
）

累
積

欠
損

金
比

率

地
方
財
政
法
施
行
令
第

1
5
条
第

1
項
に
よ
り
算
定
し
た

資
金

の
不

足
額

（
L
）

う
ち

未
払

金

う
ち

前
受

金

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

流
動

負
債

長
期

前
受

金
戻

入
を
除

い
た

場
合

う
ち

未
収

金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
度

区
　
　
　
分

料
金

収
入

委
託

工
事

収
益

そ
の

他

補
助

金

う
ち

企
業

債

経
常

損
益

収 益 的 収 支 特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

支
出

計

そ
の

他

動
力

費

修
繕

費

委
託

費

そ
の

他

収
入

計

収 益 的 収 入

0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
5
4
,4

7
8

1
4
3
,6

6
6

1
3
2
,2

4
0

9
1
,6

1
4

9
4
,7

6
3

8
2
,2

5
5

9
0
,1

3
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0

0
0

0

0
0

0

0
0

1
1
1
,1

6
8

1
1
1
,3

6
5

1
1
1
,5

6
6

1
1
1
,7

6
7

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

0

0
0

0

0
0

0
0

0

0
0

0

そ
の

他

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

1
1
1
,9

7
0

0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
(I
)

（
A
）
－
（
B
）

×
1
0
0

(L
)

（
M
）

×
1
0
0

(N
)

（P
）

×
1
0
0



 

 

36 

7投資・財政計画 

 

表
 7

-4
 

資
本

的
収

支
 

(単
位
：
千
円
)

1
.

8
6
0
,0

0
0

1
7
5
,0

0
0

4
4
1
,9

0
0

1
6
6
,0

0
0

4
9
6
,4

0
0

5
4
7
,4

0
0

4
0
0
,0

0
0

1
,1

3
3
,9

3
4

1
,1

3
4
,9

7
5

1
,1

5
4
,0

3
0

1
,6

3
0
,1

0
0

1
,6

8
8
,0

1
2

1
,6

4
5
,5

5
2

1
,4

1
1
,4

6
2

1
,4

6
4
,1

2
4

1
,0

2
5
,6

8
6

1
,0

2
5
,8

5
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

3
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

4
.

4
,2

0
5

4
,1

0
3

2
,9

4
4

3
,8

8
9

6
,4

0
3

4
,9

1
8

5
,0

5
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

4
,3

0
9

5
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

6
.

0
0

0
0

7
,3

3
3

3
9
,0

2
8

5
0
,0

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

6
3
,8

0
0

7
.

0
0

0
4
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8
.

6
2
,7

8
0

5
9
,6

8
6

2
0
6
,1

2
3

1
6
9
,7

4
3

2
0
9
,5

6
3

6
2
,2

0
3

2
4
5
,9

2
6

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

9
.

2
1
,6

8
1

2
2
,7

4
8

2
4
,1

4
5

5
2
,8

3
5

2
5
,8

9
4

2
2
,0

0
0

2
2
,0

8
8

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

2
3
,9

8
7

（
A
）

9
4
8
,6

6
6

2
6
1
,5

3
7

6
7
5
,1

1
2

3
9
2
,5

1
0

7
4
5
,5

9
4

6
7
5
,5

4
9

7
2
3
,0

7
3

1
,3

6
6
,0

3
0

1
,3

6
7
,0

7
1

1
,3

8
6
,1

2
6

1
,8

6
2
,1

9
6

1
,9

2
0
,1

0
8

1
,8

7
7
,6

4
8

1
,6

4
3
,5

5
8

1
,5

9
1
,2

2
0

1
,1

5
2
,7

8
2

1
,1

5
2
,9

4
9

（
C
）
＝
（
A
）
－
（
B
）

9
4
8
,6

6
6

2
6
1
,5

3
7

6
7
5
,1

1
2

3
9
2
,5

1
0

7
4
5
,5

9
4

6
7
5
,5

4
9

7
2
3
,0

7
3

1
,3

6
6
,0

3
0

1
,3

6
7
,0

7
1

1
,3

8
6
,1

2
6

1
,8

6
2
,1

9
6

1
,9

2
0
,1

0
8

1
,8

7
7
,6

4
8

1
,6

4
3
,5

5
8

1
,5

9
1
,2

2
0

1
,1

5
2
,7

8
2

1
,1

5
2
,9

4
9

1
.

1
,8

3
4
,2

8
6

9
7
6
,6

5
2

1
,2

6
8
,9

7
0

8
0
9
,5

3
0

1
,2

8
8
,4

6
9

1
,3

1
3
,1

4
3

1
,7

5
9
,2

9
2

2
,2

0
9
,8

1
2

2
,1

8
3
,7

8
7

2
,2

4
0
,8

0
3

3
,0

6
7
,0

7
2

3
,1

5
0
,1

8
9

3
,0

7
0
,1

8
9

3
,0

7
0
,1

8
9

3
,0

7
0
,1

8
9

2
,1

9
2
,9

8
9

2
,1

9
2
,9

8
9

8
1
,3

9
0

9
0
,8

1
2

1
0
4
,4

5
4

7
3
,0

6
1

1
2
9
,3

0
1

9
2
,7

0
0

9
8
,9

1
3

9
5
,7

6
8

9
6
,7

2
9

9
7
,6

9
7

9
8
,6

7
8

9
9
,6

6
9

9
9
,6

6
9

9
9
,6

6
9

9
9
,6

6
9

9
9
,6

6
9

9
9
,6

6
9

2
.

4
6
2
,5

0
9

5
0
0
,7

7
0

5
1
3
,7

8
2

4
8
3
,7

7
2

5
3
7
,9

0
2

5
3
3
,3

7
9

5
2
9
,5

9
4

5
1
0
,7

9
8

5
1
8
,5

3
6

4
7
9
,5

9
3

4
2
5
,6

1
8

4
0
9
,2

1
9

3
6
8
,5

1
0

3
6
4
,2

4
4

3
4
7
,1

0
1

3
6
3
,7

8
0

3
7
3
,2

7
0

3
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

4
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

5
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

（
D
）

2
,2

9
6
,7

9
4

1
,4

7
7
,4

2
1

1
,7

8
2
,7

5
2

1
,2

9
3
,3

0
2

1
,8

2
6
,3

7
1

1
,8

4
6
,5

2
2

2
,2

8
8
,8

8
6

2
,7

2
0
,6

1
0

2
,7

0
2
,3

2
3

2
,7

2
0
,3

9
6

3
,4

9
2
,6

9
0

3
,5

5
9
,4

0
8

3
,4

3
8
,6

9
9

3
,4

3
4
,4

3
3

3
,4

1
7
,2

9
0

2
,5

5
6
,7

6
9

2
,5

6
6
,2

5
9

（
E
）
＝
（
D
）
－
（
C
）

1
,3

4
8
,1

2
8

1
,2

1
5
,8

8
4

1
,1

0
7
,6

4
0

9
0
0
,7

9
2

1
,0

8
0
,7

7
7

1
,1

7
0
,9

7
3

1
,5

6
5
,8

1
3

1
,3

5
4
,5

8
0

1
,3

3
5
,2

5
2

1
,3

3
4
,2

7
0

1
,6

3
0
,4

9
4

1
,6

3
9
,3

0
0

1
,5

6
1
,0

5
1

1
,7

9
0
,8

7
5

1
,8

2
6
,0

7
0

1
,4

0
3
,9

8
7

1
,4

1
3
,3

1
0

1
.

7
9
5
,9

5
8

9
4
1
,2

7
9

8
2
1
,3

9
4

6
5
3
,0

5
3

7
9
5
,3

4
0

8
6
9
,2

9
8

1
,2

3
8
,3

7
1

9
7
4
,4

6
1

9
5
7
,5

6
0

9
5
1
,4

5
7

1
,1

7
2
,6

2
8

1
,1

7
3
,9

4
1

1
,1

0
2
,9

6
5

1
,3

3
2
,7

8
9

1
,3

5
8
,4

3
8

1
,0

1
6
,1

0
1

1
,0

2
5
,4

2
4

2
.

4
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

3
.

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
.

1
5
2
,1

7
0

7
4
,6

0
5

8
6
,2

4
6

4
7
,7

3
9

8
5
,4

3
7

1
0
1
,6

7
5

1
2
7
,4

4
2

1
8
0
,1

1
9

1
7
7
,6

9
2

1
8
2
,8

1
3

2
5
7
,8

6
6

2
6
5
,3

5
9

2
5
8
,0

8
6

2
5
8
,0

8
6

2
6
7
,6

3
2

1
8
7
,8

8
6

1
8
7
,8

8
6

（
F
）

1
,3

4
8
,1

2
8

1
,2

1
5
,8

8
4

1
,1

0
7
,6

4
0

9
0
0
,7

9
2

1
,0

8
0
,7

7
7

1
,1

7
0
,9

7
3

1
,5

6
5
,8

1
3

1
,3

5
4
,5

8
0

1
,3

3
5
,2

5
2

1
,3

3
4
,2

7
0

1
,6

3
0
,4

9
4

1
,6

3
9
,3

0
0

1
,5

6
1
,0

5
1

1
,7

9
0
,8

7
5

1
,8

2
6
,0

7
0

1
,4

0
3
,9

8
7

1
,4

1
3
,3

1
0

＝
（
E
）
－
（
F
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

（
G
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

（
H
）

6
,3

5
8
,2

9
9

6
,0

3
2
,5

3
0

5
,9

6
0
,6

4
7

5
,6

4
2
,8

7
5

5
,6

0
1
,3

7
3

5
,6

6
4
,8

9
4

5
,5

3
5
,3

0
0

6
,1

5
8
,4

3
6

6
,7

7
4
,8

7
5

7
,4

4
9
,3

1
2

8
,6

5
3
,7

9
4

9
,9

3
2
,5

8
7

1
1
,2

0
9
,6

2
9

1
2
,2

5
6
,8

4
7

1
3
,3

7
3
,8

7
0

1
4
,0

3
5
,7

7
6

1
4
,6

8
8
,3

5
9

2
7
,8

0
2

2
9
,9

5
6

5
9
,6

2
7

2
4
,5

5
4

2
6
,5

6
3

1
2
,2

2
3

1
2
5
3
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

1
0
8
7
4

8
,4

0
5

8
,5

3
4

1
0
,6

9
8

1
0
,8

6
3

1
1
,0

4
7

1
1
,3

6
4

1
1
7
8
1

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

9
9
1
0

1
9
,3

9
7

2
1
,4

2
2

4
8
,9

2
9

1
3
,6

9
1

1
5
,5

1
6

8
5
9

7
5
3

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

9
6
4

4
,2

0
5

4
,1

0
3

2
,9

4
4

3
,8

8
9

6
,4

0
3

4
,9

1
8

5
0
5
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
,2

0
5

4
,1

0
3

2
,9

4
4

3
8
8
9

6
,4

0
3

4
,9

1
8

5
0
5
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

4
3
0
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

3
2
,0

0
7

3
4
,0

5
9

6
2
,5

7
1

2
8
,4

4
3

3
2
,9

6
6

1
7
,1

4
1

1
7
,5

9
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

1
5
,1

8
3

工
事

負
担

金

R
1
5

2
0
3
3

R
1
6

2
0
3
4

R
1
7

2
0
3
5

R
1
8

2
0
3
6

企
業

債

R
9

 2
0
2
7

R
1
0

2
0
2
8

R
1
1

2
0
2
9

R
1
2

2
0
3
0

R
1
3

2
0
3
1

R
1
4

2
0
3
2

R
3

2
0
2
1

（
決
算
）

R
4

2
0
2
2

（
決
算
）

R
5

2
0
2
3

（
決
算
）

R
6

2
0
2
4

（
決
算
）

R
7

2
0
2
5

（
決
算
見
込
）

R
8

2
0
2
6

(予
算
)

R
2

2
0
2
0

（
決
算
）

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

繰
越

工
事

資
金

他
会

計
借

入
金

残
高

補 填 財 源

損
益

勘
定

保
留

資
金

消
費

税
調

整
額

そ
の

他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
度

区
　
　
　
分

R
2

2
0
2
0

（
決
算
）

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

資 本 的 支 出

資 本 的 収 支 資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足
す
る
額

そ
の

他

(A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

（
B
）

資 本 的 収 入

計

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（
都

道
府

県
）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

計

他
会

計
出

資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
度

区
　
　
　
分

R
1
5

2
0
3
3

R
1
6

2
0
3
4

R
1
7

2
0
3
5

R
1
8

2
0
3
6

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

R
9

 2
0
2
7

R
1
0

2
0
2
8

R
1
1

2
0
2
9

R
1
2

2
0
3
0

R
1
3

2
0
3
1

R
1
4

2
0
3
2

R
3

2
0
2
1

（
決
算
）

R
4

2
0
2
2

（
決
算
）

R
5

2
0
2
3

（
決
算
）

R
6

2
0
2
4

（
決
算
）

R
7

2
0
2
5

（
決
算
見
込
）

R
8

2
0
2
6

(予
算
)

計

補
填

財
源

不
足

額

企
業

債
残

高

〇
他
会
計
借
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0



 

 

37 

7投資・財政計画 

（3）指標による評価 

ⅰ経営の健全性 

経営の健全性を示す指標は、図 7-7 に示すとおりです。 

経常収支比率は、給水収益や一般会計繰入金などの収益で、維持管理費や支払利息などの

費用をどの程度賄えているかを示す指標です。令和 9 年度（2027 年度）は 100％を下回

る見込みですが、料金改定を実施することで、令和 10 年度（2028 年度）以降は 100％

以上を維持する見込みです。 

料金回収率は、給水にかかる費用に対して、水道料金でどの程度回収できているかを示す

指標です。料金改定直前となる令和 9 年度（2027 年度）および令和 14 年度（2032 年

度）は 100％を下回る見込みですが、料金改定後は 100％以上を維持する見込みです。 

累積欠損金比率は、経営における累積欠損金の有無を示す指標です。令和 9 年度（2027

年度）の純利益は、一時的に赤字となる見込みですが、これまでの利益剰余金で補うことが

できるため、累積欠損金は生じない見込みです。令和 10 年度（2028 年度）以降は黒字

で推移する見込みであることから、累積欠損金比率は計画期間内において 0％で推移する

見込みです。 

流動比率は、短期的な債務に対する支払能力を示す指標です。料金改定や企業債の適切な

活用により必要な資金を確保することで、計画期間内において 250％以上を維持する見込

みです。 

給水収益に対する企業債残高の割合は、給水収益に対する企業債残高の規模を示す指標

です。将来の施設更新に必要な財源を確保するため、水道料金とのバランスを考慮しながら

企業債を活用することから、計画期間内において緩やかに上昇する見込みです。 
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図 7-7 経営の健全性の指標  
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ⅱ経営の効率性 

給水原価は、有収水量 1m3 当たりの給水に要する費用を示す指標です。維持管理費の縮

減に努めるものの、施設更新に伴う減価償却費の増加や物価上昇などの影響により、計画期

間内において増加する見込みです。 

施設利用率は、施設の利用状況を示す指標です。将来の水需要の減少に伴い、計画期間内

において緩やかに低下する見込みです。 

有収率は、配水した水量に対する料金収入につながる水量の割合を示す指標です。年間

15 億円規模の管路更新を計画的に実施することにより、現状水準の維持を目指します。 

 

 

 

 
   ※施設利用率は実際の施設能力を用いて算定 

 

図 7-8 経営の効率性の指標  
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８計画の進捗管理 

8. 計画の進捗管理 

本経営計画に示される実現方策を着実に実施するためには、実現方策の進捗管理とそれ

に伴う改善が必要になります。 

このため、下記に示すＰＤＣＡサイクルに基づき、実施・検証・見直し・計画を行います。 

本市では、ＰＤＣＡサイクルに基づいたフォローアップを計画期間の前期の最終年度に

実施し、次期計画を後期の最終年度に策定します。 
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資料編 

資料編 

用語集 

◆アセットマネジメント 

現有資産の状態・健全度および中長期の更新事業と財政見通しを分析評価すること

により、資産（アセット）を効率よく管理・運用（マネジメント）することです。 

◆緩速ろ過池 

比較的細かな砂層を 4～5m/日の速さで水を通し、砂層で増殖した微生物群によっ

て水中の物質を捕捉および酸化分解させる処理を緩速ろ過といい、緩速ろ過を行う

構造物を緩速ろ過池といいます。原水水質が良好な場合に用いられます。 

◆急速ろ過池 

緩速ろ過池よりも粗いろ過砂を用い、緩速ろ過よりも 30 倍程度あるいはそれ以上

の速さでろ過する構造物です。凝集剤を注入し、原水中の懸濁物質などをあらかじめ

凝集して沈でん池で沈降分離させた後に、急速ろ過を行います。急速ろ過は緩速ろ過

方式では対応できない原水水質の場合や敷地面積に制約がある場合に用いられます。 

◆企業債 

ガス、水道、下水道といった地方公営企業が施設の建設などに充てるために国などか

ら借り入れるお金のことです。 

◆減価償却 

資産の取得（施設の整備など）に要した費用について、資産を使用できる期間に割り

振ることです。この費用は現金の支出を伴わないため、更新に向けた財源に充てられ

ます。 

◆業務指標（PI） 

水道事業の状況を数値で表す指標のことです。水質、施設、経営、サービスなどの状

況を把握し、他の事業体や過去の実績と比較する際に用います。 

◆健全度 

施設が本来の機能を安全かつ安定的に発揮できる状態にあるかを示す度合いのこと

です。使用年数、劣化状況、故障や漏水の発生状況、点検結果などを踏まえて評価さ

れます。 

◆原水 

水道水のもととなる、浄水場で浄水処理をする前の水のことです。また、その水の供

給源を水源といいます。 

◆資本的収支 

事業活動を将来にわたって持続していくために必要な建設改良および借り入れた企

業債の償還金などの支出とその財源となる収入のことです。 

◆収益的収支 

事業活動に伴い発生する全ての収益とそれに対応する全ての費用のことです。 
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◆重要施設供給管路 

地震などの災害時にも給水を確保する必要がある避難所、医療機関、防災拠点などの

重要施設へ、水道水を供給する管路のことです。 

◆浄水場 

原水から水道水を作る施設のことです。水道水を作る工程を浄水といい、原水水質に

応じて緩速ろ過や急速ろ過などを行ったうえで、塩素を注入し、滅菌を行います。 

◆水利権 

特定の目的（水力発電、かんがい、水道など）のために必要な限度において、流水を

排他的・継続的に使用する権利のことです。なお、「水利権」という用語は法律上の

ものではありませんが、水を利用している権利として従来より定着している呼び方

です。 

◆送水管 

浄水場から配水池まで水道水を送る水道管のことです。 

◆DX 

単なるデジタル技術、ICT 技術の導入にとどまらず、それを契機に働き方・業務のあ

り方、市民サービスの提供方法などを見直し、改革することを意味します。 

◆長期前受金戻入 

地方公営企業会計基準の見直しにより、工事負担金などの未償却分を長期前受金と

して負債に計上します。この長期前受金のうち、当年度償却分を長期前受金戻入とし

て、収益に計上します。 

◆導水管 

取水場から浄水場まで原水を送る水道管のことです。 

◆配水管 

配水池からお客様に水道水を送る水道管のことです。 

◆配水池 

配水区域に需要量に応じて適切な配水を行うために、浄水を一時貯える施設です。配

水池容量は、需要に応じた必要水量と、配水池より上流側の事故発生時にも給水を維

持するための容量および消火用水量を考慮して、一日最大給水量の 12 時間分を標

準としています。 

◆深井戸 

深度が深く、透水性のよくない地層や岩盤（不透水層）の下から取水する井戸のこと

です。水位、水質とも天候や地表条件に左右されにくく、浅井戸よりも安定していま

す。 

◆法定耐用年数 

地方公営企業法に定められた会計制度上の耐用年数のことで、水道管は 40 年と定

められています。 
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◆マッピングシステム 

建物や道路、地盤、管路などをそれぞれ個別のデータとして作成し、コンピュータ上

で重ね合わせたもの。管路の情報として、口径、延長、管種、布設年度、布設地盤な

どを入力することにより、管網解析や管路の更新計画などに活用することができま

す。 

◆有収水量 

料金徴収の対象となった水量のことです。 

 

 

～水道のしくみ～ 

 

※給水管とは、配水管の分岐から末端の蛇口まで水道水を送る水道管のことです。また、給水管に加え、高置水槽や蛇

口を含めて給水装置といいます。なお、給水装置のうち、配水管の分岐から水道メーターまでは本市が管理し、水道

メーターより末端側は所有者が管理することとなっています。 

 

 

水源

浄水場 配水池

導水管 送水管

給水管

■ ■

M

メーター

配水管

M P

受水槽

ポンプ

高置水槽
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業務指標解説 

●有形固定資産減価償却率 

（有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価）×

100 により算出する。有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進ん

でいるかを表す指標で、資産の老朽化度合を示している。 

●法定耐用年数超過管路率 

（法定耐用年数を超えている管路延長÷管路延長）×100 により算出する。全管路

延長に対する法定耐用年数を超えた管路延長の割合で、一般的に低い方が望ましい。 

●管路の更新率 

（更新された管路延長÷管路延長）×100 により算出する。全管路延長に対する年

間に更新された延長の割合で、管路の耐用年数 40 年を考慮すると毎年 2.5％程度

の更新が望ましい。 

●法定耐用年数超過浄水施設率 

（法定耐用年数を超えている浄水施設能力÷全浄水施設能力）×100 により算出す

る。全浄水施設能力に対する法定耐用年数を超えた浄水施設能力の割合で、一般的に

低い方が望ましいが、大規模補修を実施した場合は問題ない。 

●法定耐用年数超過設備率 

（法定耐用年数を超えている機械・電気・計装設備などの合計数÷機械・電気・計装

設備などの合計数）×100 により算出する。全設備に対する法定耐用年数を超えた

電機設備の割合で、一般的に低い方が望ましいが、大規模補修を実施した場合は問題

ない。 

●浄水施設の耐震化率 

（耐震対策の施された浄水施設能力÷全浄水施設能力）×100 により算出する。全

浄水施設能力に対する耐震対策した浄水施設能力の割合であり、震災対策として高

い方が望ましい。 

●配水池の耐震化率 

（耐震対策の施された配水池容量÷全配水池容量）×100 により算出する。全配水

池容量に対する耐震対策した配水池容量の割合であり、震災対策として高い方が望

ましい。 

●管路の耐震管率 

（耐震管延長÷管路延長）×100 により算出する。全管路延長に対する耐震管延長

の割合であり、震災対策として高い方が望ましい。 

●経常収支比率 

（経常収益÷経常費用）×100 により算出する。給水収益や一般会計繰入金などの

収益で、維持管理費や支払利息などの費用をどの程度賄えているかを表す指標であ

り、100％を超えている必要がある。 
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●料金回収率 

（供給単価÷給水原価）×100 により算出する。給水原価に対する供給単価の割合

で、高い方が望ましい。 

●流動比率 

（流動資産÷流動負債）×100 により算出する。短期的な債務に対する支払能力を

表す指標であり、100％を超えている必要がある。 

●累積欠損金比率 

（当年度未処理欠損金÷(営業収益－受託工事収益）)×100 により算出する。営業

収益に対する累積欠損金の状況を表す指標で、0％である必要がある。なお、累積欠

損金とは、営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益剰余金などでも補塡

することができず、複数年度にわたって累積した損失のことである。 

●給水収益に対する企業債残高の割合 

（企業債現在高合計÷給水収益）×100 により算出する。給水収益に対する企業債

残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標。明確な数値基準はないが、経年比

較や類似団体との比較などを参考に適正な水準となるよう管理する。低い方が望ま

しい。 

●給水原価 

（経常費用－(受託工事費＋材料および不用品売却減価＋附帯事業費)－長期前受金

戻入）÷年間総有収水量）×100 により算出する。有収水量 1m3 あたりについて、

どれだけの費用がかかっているかを表す指標である。 

●施設利用率 

（一日平均配水量÷施設能力）×100 により算出する。一日の浄水施設の施設能力

に対する一日平均配水量の割合。水道施設の経済性を総括的に判断する指標で、数値

が高いほど効率的となるが、負荷率分の余裕をみる必要がある。 

●有収率 

（年間有収水量÷年間配水量）×100 により算出する。年間配水量に対する年間の

料金収入の対象となった水量の割合である。給水量がどの程度収益につながってい

るかを示す指標であり、100%に近い方がよい。 

●有効率 

（年間有効水量÷年間配水量）×100 により算出する。年間配水量に対する年間有

効水量の割合である。水道事業の経営効率性を示す指標であり、100%に近い方が

よい。一般的に法定耐用年数超過管路率と相関があり、経年化管路の割合が高いほど

漏水量が多くなり、有効率は低くなる。 
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●平均値 

平均値とは、全てのデータの値の和をデータの個数で除した値である。 

本経営戦略における平均値には、「経営比較分析表」に記載されている類似団体（給

水人口 10～15 万人）の値を採用している。 

●中央値 

中央値とは、集団のデータを値の低い順に並べたときに、中央に位置する値である

（偶数の場合は、中央の 2 つの数値の平均）。平均値と違い、異常値の影響を受けに

くい。 

本経営戦略において、「経営比較分析表」に記載がない指標については、公表されて

いる平均値がないため、「水道事業ガイドライン業務指標（ＰＩ）算定結果について」

（水道技術研究センター）に掲載されている給水人口 10～50 万人の 50％値（中

央値）を採用している。（p10 の類似団体の中央値の出典も同様） 

 

 

 


